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防災行動計画の作成等をしていることの申告書

　　令和　　　年　　月　　日
神奈川県平塚土木事務所長　殿

申請者　住　　所　　　　　　　　　　　
氏　　名　　　　　　　　　　　

当該申請区域は、都市計画法施行令第29条の９第１号から第６号までに掲げる区域・同条第７号（政令第８条第１項第２号ロに掲げる土地に係る部分に限る。）に掲げる区域のうち知事が別に定める区域であるため、次の内容について申告します。

【１申請区域に含まれる地域の名称又は土地の所在及び地番】


【２予定建築物の用途】


【３災害リスクの高いエリア】
　※該当する区域の全ての□にレ点を付けてください。
※家屋倒壊等氾濫想定区域及びその他の浸水想定の区域については、（　）内の該当する項目に〇を付けてください。
□　災害危険区域
□　地すべり防止区域
□　急傾斜地崩壊危険区域
□　土砂災害特別警戒区域
□　浸水被害防止区域
□　土砂災害警戒区域
□　洪水浸水想定区域
□　高潮浸水想定区域
□　家屋倒壊等氾濫想定区域（　氾濫流　・　河岸浸食　・　越波　）
□　津波災害警戒区域
□　その他の浸水想定の区域（　洪水　・　高潮　・　津波　）

【４開発行為又は建築行為の目的】
□　自己の居住の用に供するもの
□　住宅以外の建築物で自己の業務の用に供するもの
□　その他のもの
　
　【５防災行動計画の作成等】
　　（居住者又は使用者が決定している場合）
□　該当する区域に対応する（　防災行動計画　・　避難確保計画　）を作成しました。
　　　　（防災行動計画のほか、要配慮者利用施設の場合に作成した避難確保計画でも可）
□　防災行動計画は必要に応じて適宜見直します。
　　（居住者又は使用者が未定な場合）
□　居住者又は使用者が決定した際には、防災行動計画の作成が必要な旨を確実に説明します。

備考　１　本申告書には開発区域等に該当する災害リスクの高いエリアが含まれることが分かるよう、ハザードマップ等に申請地を明示した書類を添付してください。
　２　防災行動計画は、各市町のホームページ等に掲載しているマイ・タイムラインの作成シートを参照してください。（書式は任意で、提出は不要）
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